
様式第７（３）（要領第５．１関係） 

 

厨房設備の離隔距離及び排気ダクト等の不燃材料での有効被覆について 

 
１ 厨房設備（こんろ）の離隔距離について 

 

（１）不燃材料以外の材料による仕上げ又はこれに類似する仕上げをした建築物等の

部分及び可燃性の物品から、下図の数値以上の距離（※１）を保つこと。 

（２）不燃材料で有効に仕上げをした建築物等の部分（※２）及び防熱板のときは（※

３）内の数値以上とすることができる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 電磁誘導加熱式調理器（IH 調理器）については、不燃材料以外の材料による仕

上げ又はこれに類似する仕上げをした建築物等の部分及び可燃性の物品から上方

100cm 以上、前方、後方及び側方 2cm 以上（発熱体外周から後方及び側方 10cm）

以上の距離を保つこと。ただし、不燃材料で有効に仕上げをした建築物等の部分

及び防熱板のときは、上方の距離を 80cm 以上、後方及び側方の距離を 0cm とす

ることができる。（特定電磁誘導加熱式調理器については、各住戸の厨房用ダクト

が単独排気方式である場合に限り、上方の距離を 60 cm以上とすることができる。

令和 3 年 5 月 10 日消防第予２３１号消防庁予防課長通知） 

※２  不燃材料で有効に仕上げをした建築物等の部分（その部分の構造が建築基準法

第 2 条第 7 号に規定する耐火構造であって、間柱、下地その他主要な部分を凖不

燃材料で造ったものである場合又は耐火構造以外であって、間柱、下地その他主

要な部分を不燃材料で造ったものを除く。）とは、次の例による施工方法をいう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例１ 例２ 

可燃材料  

難燃材料  

準不燃材料  

鉄網モルタル  

タイル  

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ  

フレキシブル板  

けい酸カルシウム板  

亜鉛鉄板  

ステンレス鋼板  

(厚さ指定なし) 

20mm 以上  12mm 以上  

可燃材料  

難燃材料  

準不燃材料  

150(0)以上  

150(0)
以上  

150(0)
以上  

単位 ミリメートル 

1000(800)以上  1000(800)以上  

正面  側面  側面  正面  

ﾄｯﾌﾟﾌﾟﾚｰﾄ面か
らの上方の周
囲 150(0)以上  

ﾄｯﾌﾟﾌﾟﾚｰﾄ面か
ら 上 方 の 周 囲
150(0)以上  

組込型こんろ  



様式第７（３）（要領第５．１関係）その２ 

 

※３ 防熱板のとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
防熱板の材質については、ステンレス鋼板（厚さ 0.3mm 以上）、鋼板（厚さ

0.5mm  以上）等（金属板以外の不燃材料を含む。）の耐熱性、耐食性及び強度

を有する不燃材料とする。 

 

２ 排気ダクト等に対する不燃材料（金属以外）での有効距離について 

 
（１）排気ダクト等は、建築物等の可燃性の部分及び可燃性の物品との間に１０cm

以上の距離を保つこと。  

（２）金属以外の不燃材料で有効に被覆する部分については、上記によらないこと

ができる。 

※ 金属以外の不燃材料で有効に被覆する部分とは、ロックウール保温材、け

い酸カルシウム保温材で厚さ５０㎜以上被覆した場合をいう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

可
燃
物 

防熱板 
 

通気性のよい空間  

スペーサー  
（不燃材料） 

1cm 以上 

5 ㎜以上  

排気ダクト  

レンジフード  

燃焼設備  

可燃物が接触するおそれのある部分  

 
天井  

可燃材料  

グリスフィルター  

20 ㎜以上  

 

不燃材料(5 ㎜以上）  

 

不燃材料(9 ㎜以上）  

 

可燃材料  
1m 以上  

9 ㎜以上  

火を使用す
る設備の幅
以上  

50㎜以上の遮
熱材料  
（ロックウー
ル等）  


